
第５学年 算数科学習指導案 
 
１、単元・教材名   ５、さらに小数の計算のしかたを考えよう 
             「小数×小数、小数÷小数」  
２、指導目標 
  ○小数をかけたり、わったりすることの意味がわかり、それらの計算の仕方を理解し、筆

算で計算できる。 
  ○【関心】小数のしくみや計算のきまりを用いて、小数の乗法・除法の計算の仕方を考え

ようとする。 
  ○【考え方】小数の乗法・除法の意味やその仕方について、既習の場合をもとにしたり、

小数のしくみや計算のきまりなどをもとに考えることができる。 
  ○【表現】小数の乗法・除法の計算ができる。 
  ○【理解】小数の乗法・除法の意味やその仕方を理解する。 
 
３、指導計画（全１８時間） 
  小単元 １小数をかける計算           ・・・８時間 
  小単元 ２小数でわる計算            ・・・７時間（本時１／７） 
  小単元 ３どんな計算になるのかな        ・・・２時間 
      たしかめ道場              ・・・１時間 
 
４、ICT 活用のポイント 
授業場所 普通教室 
授業形態 一斉学習 グループ学習 個別学習 補習 
ICT を活用する場面 導入  展開   まとめ   その他 
ICT を主に活用する者 教員  学習者  その他 
ICT を活用する目的 課題の提示  動機付け  教員の説明資料 

繰り返しによる定着  モデルの提示  体験の想起 
比較  振り返り その他（          ） 

活用する ICT プロジェクター コンピュータ 
５、セールスポイント 
  ・線分図やコンテンツを、何度も提示できる。 
  ・動きのあるコンテンツで、わかりやすく説明できる。 
 
８、教材 
  自作・既存  
 
６、本時の目標 
   （整数）÷（小数）の意味と計算の仕方がわかり、その計算ができる。 



２２．４ｍで９６円のひも１ｍのねだんは

何円でしょう。 

１ひも１ｍのねだんは何円でしょう。 
  練習 ４ｍ で １００円 
  １  ２m で ９６円 
  ２  ３ｍ で ９６円 
 

＜ＩＣＴ＞ 
 ひもの線分図を投影する。 

７、本時の展開 

学  習  活  動 指導上の留意点 
 
 
 
 
 
 
・ひも１ｍのねだんは 
  練習 １００÷４＝２５  Ａ，２５円 
・言葉の式で表すと 
  代金 ÷ 長さ ＝ １ｍのねだん 
 
・ひも１ｍのねだんは 

ア ９６÷２＝４８   Ａ，４８円 
  イ ９６÷３＝３２   Ａ，３２円 
             

 
 
 
 

・ひも１ｍのねだんを求める式は 
  ９６÷２．４ 
 
 
 
 
 
・９６÷２．４の計算の仕方は 
 
 
 
 
  
・９６÷２．４＝（９６×１０）÷（２．４×１０） 

＝９６０÷２４ 
       ＝４０     Ａ，４０円 
 
 

 
 

T1：整数のわり算であることを、

ひもの線分図から理解させる。 
T1：言葉の式に置き換え、１ｍの

ねだんを求めるための計算の意味

を理解させる。 
T2：立式や計算の難しい児童に個

別で指導する。 
 
 
 
 

T1：言葉の式をもとに考えること

を助言し、小数でわるわり算である

ことを、ひもの線分図から理解させ

る。 
 
 
 

T1：わり算のきまりを使って小数

点をとると計算しやすいことに気

づかせる。 
T2：立式や計算の難しい児童に個

別で指導する。 
 
 

９６÷２．４ の計算の仕方を考えよう。 

＜ＩＣＴ＞ 
 ひもの線分図を投影する。 

＜ＩＣＴ＞ 
 わり算のきまりを投影する。 



４練習問題をしましょう。 

３０.８ｍで９６円のリボン１ｍのねだんは

何円でしょう。 

 
 
 
 

 
 

・ひも１ｍのねだんを求める式は 
  ９６÷０.８＝（９６×１０）÷（０.８×１０） 

＝９６０÷８ 
       ＝１２０    Ａ，１２０円 
 
 
 
 
 
 
 

・Ｐ７９④ 
・Ｐ７９③ 
・答えあわせ 

 
 

 
T1：答えを予想させてから考えさ

せる。 
T1：わり算のきまりを使って小数

点をとって計算する方法で計算さ

せる。 
T2：立式や計算の難しい児童に個

別で指導する。 
 
 
 
 
 
 
 
T1T2：本時の学習が習得できてい

ない児童を中心に机間巡視をし、個

別指導をする。 
 
 
 

◎小数でわる計算では、わる数を整数にするために、わる数とわら

れる数の両方に同じ数をかけて計算する。 

＜ＩＣＴ＞ 
 ひもの線分図を投影する。 


